
年代はきわめて重要であるが，露頭の風化が激しく

年代測定に適する試料が得にくいこともあり，上田

泥流の年代値として過去に公表された例はほとんど

ない．千曲川中～上流域には１Ma（Ma:100 万年前）

前後から活動を始めた烏帽子火山群 3),4) や八ヶ岳火

山列 5) があり，中期更新世以降に活動を繰り返した

新旧の火山体が数多く存在する．そのため，上田泥

流の起源（給源と原因）については見解が定まって

いない．上田泥流を命名した上田高校地質班（1975）

は，年代に関する知見はないが，千曲川上流域に泥

流の分布を追跡し，泥流に含まれる火山岩礫の岩相

対比から，給源として黒斑火山を推定し，上田泥流

が佐久盆地の塚原泥流に対比される可能性が高いと

した 1)．一方，山辺（2002）は，給源を東御市の三

方ケ峰付近に求め，堆積年代を縄文草創期と推定し

た 6)．また，高橋・三宅（2012）は，年代に関する

知見はないが，泥流に含まれる火山岩類と黒斑火山

を構成する火山岩類について記載岩石学的対比を行

い，泥流の給源を黒斑火山とした 7)．

３．研究目的と研究方法

本研究の目的は上田盆地の地形発達の観点から上

田泥流の起源を明らかにすることである． そのた

１．はじめに

上田泥流 1) は，上田盆地中央部に分布する火山砕

屑岩層である．上田泥流がつくる崖は国指定史跡で

ある上田城の基礎をなし，当地域のシンボル的存在

として地元の人々に知られている．ここでは上田盆

地低平地の地形発達と地質層序から特定された上田

泥流の年代に関する新知見を報告し，泥流の起源に

ついて考察する．

２．地形地質の概要と上田泥流に関する研究史

上田市は長野県北東部の千曲川中流部に位置する

（図１）． 盆地の北側には太郎山を中心とする北部

フォッサマグナ新第三系の山々が東西に連なり，市

の中心市街地はその南麓に広がる千曲川沿いの低平

地に立地する．その低平地では，千曲川沿いに千曲

川河床から比高数ｍ～ 10 ｍ程度の急崖をもつ微高

地が形成されており，その崖の上に上田城跡や市役

所，大学などの施設が建っている．

上田泥流の模式地は上田城跡南側の崖とされてお

り 2)， 西 櫓 の 下 に 好 露 出 す る（図 2）． 泥 流 分 布 の

最下流は，上田市塩尻の市立塩尻小学校北の露頭と

される 1)．泥流の起源を特定する上で，泥流の堆積

上田盆地の地形発達と上田泥流の起源

富樫　均 1・横山　裕 2
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砕屑岩層と考えられる．本研究では，上田盆地低平地の地形発達史を組み立て，その結果をもとにこれまで知

られていなかった上田泥流の年代を特定した．第一に，上田泥流が上田盆地の低平地に達したとき，泥流の堆
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中央部の低平地について詳細な地形区分を行った．

地形区分にあたっては， 現地踏査と国土地理院の

1/25,000 地形図の判読に加え， 長野県型立体地形

図（CS 立体図） を利用し， 微細な起伏の特徴や傾

斜や標高の違い，同一地形面の空間的な連続性等を

考慮し分類した．CS 立体図とは， 長野県林務部に

より開発されたもので，高解像度の DEM データを

用いて曲率と傾斜を計算し，地形の凹凸変化をより

見やすく表現した地形図である 8),9)． 

3.2　堆積物の記載と試料採取，年代測定

地形区分によって上田城北低平地面として抽出さ

れた地形面について， 図 3 の No.1，No.2 の 2 地点

でボーリング調査を実施した．地形判読から，新し

い扇状地堆積物の影響が及ばず，できるだけ厚い堆

積物の存在が期待される場所を選定した． 同図の

Nb-1 は既存の建築用のボーリング調査地点である．

それらにより地形面をつくる堆積物の記載と試料採

取，ならびに 2 試料（2 層準）の年代測定を行った．

ボーリングは径 66mm のオールコアボーリングと

し， 調査深度は No.1 で地下 5.0 ｍまで，No.2 で地

下 3.0m ま で の 計 8.0m で あ る． 年 代 測 定 は， 堆 積

物中の木片ならびに高有機質土を対象に，周囲から

の汚染がないように留意して試料採取し，AMS 法

による放射性炭素年代測定を実施した．分析は ( 株 )

め， まず上田泥流の岩相と周辺地形について記載

し，上田盆地低平地の地形区分を行った．次に，上

田城北低平地の地形面に着目し，その堆積物から上

田泥流がもたらした堰き止め湖の存在を確かめた．

さらに，湖成層の年代測定を行い，その結果から泥

流の年代を絞り込んだ．それらの結果に既往の研究

結果を合わせ，泥流の起源（給源と原因）を考察し

た．以下に具体的な方法を述べる．

3.1　泥流堆積物の記載と地形区分

上田城西櫓下の崖とその東西延長に露出する上田

泥流堆積物の岩相記載をするとともに， 上田盆地

図 1　調査地案内図
（国土地理院基盤地図情報により作成，図中の四角が図 3 の調査地範囲に相当する）

N36：29：50.92 E138:08:00.72

N36：13：56.92 E138:41:27.01

▲

太郎山

三方ケ峰 黒斑山 浅間山塩尻

滋野

塚原

上田

上田城

烏帽子火山群

6Km

図 2　上田泥流の露頭写真
（上田城西櫓下，矢印部分が泥流）
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4.2　地形区分

上田盆地の低平地について以下の 5 つの地形面を

識別した．本研究で用いる地形面の名称とその特徴

を以下に示す．

(1) 染屋台面：染屋台の台地を中心に広がる小高い

平坦地であり，神川がつくった古い扇状地が段

丘化した地形面である．台地の南西縁には比高

30m 前後の段丘崖が直線的に発達する．

(2) 上 田 城 面： 染 屋 台 面 よ り も 低 く， 盆 地 中 央 に

露出する上田泥流の上面がつくる平坦な微高地

で， 上田城や市役所の建物の基礎地盤をなす．

千曲川沿いには直立に近い段丘崖が形成されて

い る． 現 河 床 と の 比 高 は ほ ぼ 10m 以 内 で， 下

流部に向かい徐々に比高が小さくなる．

(3) 上 田 城 北 低 平 地 面：(2) の 上 田 城 面 と 太 郎 山 山

系南麓斜面との間に広がる低平地である．

(4) 小扇状地面：太郎山山系から流下する千曲川支流

の小河川がつくる小規模な新しい扇状地（群）で，(1)

の染屋台面や(3)の上田城北低平地面の一部を覆う．

(5) 現河床面：現在の千曲川河床とそのはんらん原

がつくる最低かつ最新の地形面である．

これら地形面の中で，とくに (3) 上田城北低平地

面について，地形を構成する地質を確認するための

ボーリング調査を実施した．

地球科学研究所に依頼した．

４．調査結果

4.1　上田城跡南側崖沿いの上田泥流

上 田 城 西 櫓 下 お よ び そ の 東 西 延 長 の 崖 に 露 出 す

る上田泥流は直径数 cm ～ 20cm 程度（最大直径は

2m ないしそれ以上）の不淘汰火山岩の角～亜角礫

を乱雑に含む火山灰質砂礫からなる．火山岩礫の周

囲を充填する基質は軽石混じりの灰褐色火山灰質砂

で，締まりは良いが細粒分を含む未固結の堆積物で

ある．火山岩礫は灰色～暗灰色もしくは赤褐色の安

山岩礫のほか，特徴的な多孔質黒色安山岩礫を多く

含む．硬質砂岩や花崗斑岩等の亜円礫も少量含まれ

るが，それらは千曲川河床礫の巻き込みと考えられ

る．基質内には水流等が関与したような級化層理や

ラミナ（葉理）等の堆積構造が見られない．以上の

岩相と構成物と不淘汰火山岩礫の乱雑な混入状況か

ら，上田泥流は水がほとんど関与しない条件で一気

に堆積した地層であり，火山性の岩屑なだれのよう

な集団移動（マスムーブメント）に起因するとみら

れる．なお上田城西櫓下の露頭では，層厚 8m（以

上）の上田泥流直下に，厚さ 10 ～ 20cm の粒径の揃っ

た細粒砂層の薄層を伴う．さらにその下位には，締

まりの良い扇状地礫層が分布する．

図 3　調査地点位置図
( 背景図は長野県型 CS 立体図を使用，No. １，No.2 は本研究によるボーリング調査
地点，Nb-1 は西小学校の既存ボーリングデータ，A-B は図 6 の地質断面作成位置）

 No.1 No.2 

Nｂ-1 

西櫓露頭 
Ａ

 
Ｂ

 

N 
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結果は，図 4 ならびに表１に示すとおりである．

4.4　上田盆地中央部低平地の地形区分図と地質層序

地形判読と現地踏査，ならびにボーリング調査結

果からまとめた盆地中央の低平地地形区分図と地質

層序表を図 5，表 2 に示す．また既存のボーリング

のデータ（Nb-1）を含め，調査地をほぼ南北方向に

切る地質断面図を図 6 に示す．

対象地域は，新第三系の泥岩・砂岩・礫岩等から

なる基盤岩の上に， 第四紀更新世の古期上小湖成

層 2) ならびに染屋層 2)（扇状地礫層を含み，新期上

小湖成層 2) にほぼ相当する）が分布する．それらの

上に不整合関係で上田泥流が堆積する． 図 6 に示

されるように泥流は上田城面分布域だけでなく，そ

の周囲の低平地の地下にも広く伏在する．泥流の直

上には湖成層が分布し，湖成層の一部はその上に湿

地成堆積物と太郎山山系南麓小扇状地堆積物を載せ

る．なお上田泥流直上の湖成層は対象地域の地形発

4.3　ボーリング調査結果ならびに年代測定結果

図 4 に No. １，No.2 のボーリング柱状図を示す．

ボーリングの結果，上田城北低平地面下に少量の植

物片を含みラミナの不鮮明な灰白～灰色未固結シル

ト質粘土層の分布を確認した．途中に粗粒な砂礫層

を挟まないことと横方向への分布の連続性から，低

平地面はかつての湖成層の堆積面であったと考えら

れる． また地表に見えない部分でも， この湖成層

の直下には広く上田泥流が伏在することも確認し

た．上田泥流の最上面から上方にかけて，砂混じり

粘土からシルト質粘土への漸移的な層相変化が認め

られ， それらの間に堆積間隙の痕跡は認められな

い． 湖成層の厚さは No.1 地点で 4.60m，No.2 地点

で 2.48m に及ぶ． また，No.1 地点では湖成層の直

上に整合関係で約 1m の厚さの黒褐色の高有機質粘

土層（湿地成堆積物） が分布する． 湖成層の下部

と有機質粘土層下部の 2 層準において試料採取し，

放射性炭素年代測定を行った．その採取地点と測定

No.2 
(EL: 944m) 

No.1 
(EL: 948m) 

上田泥流（Ｕmｄ）火山灰質砂礫層 

河川～湖沼堆積物（Ｕｌｋ） 
  ・砂～小礫混じり粘土層 

湖沼堆積物（Ｕｌｋ） 
  ・灰白色～灰色のシルト質粘土層 
  ・ラミナ不明瞭 
  ・少量の植物片を含む 

湿地堆積物（ｍ） 
 ・黒色～黒褐色の高有機質粘土層 

表土・耕作土（ｔｓ） 
  シルト混じり砂層 

（Ｕmｄ） 

（Ｕｌｋ） 

（Ｕｌｋ） 

（ｍ） 
（ｔｓ） 

14C age: 10,770±50 （ｙＢＰ） 

14C age: 22,260±100 （ｙＢＰ） 

・3.95～3.90ｍ に木片含む 

図 4　ボーリング調査結果

表 1　14 Ｃ年代測定結果

ボーリングNo.
（採取深度m)

No.1
(0.93-0.95)

10,780±50 10,770±50
湿地堆積物下部
腐食土

No.1
(3.90-3.93)

22,250±100 22,260±100
湖沼堆積物下部
木片

未補正14C年代（ｙBP) 14C年代（ｙBP) 備考
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図 5　低平地の地形区分
（記号は表 2 と共通，No.1 ～ 2 はボーリング調査地点）

表 2　地質層序表

地質名 記号 層相・土層 地形面との対応

現河床堆積物・表土 ts ･ r 砂・泥・礫質土 現河床・耕作地

太郎山山系南麓
小扇状地堆積物 tf 砂・砂礫土 小扇状地面

上田城跡北低平地

地質時代

第

完
新
世

湿地堆積物 m 有機質粘土～シルト

上田泥流
堰き止め湖成層 Ulk シルト質粘土～砂混じり粘土

上田泥流 Umd
岩塊混じり火山灰質砂礫

（泥流～岩屑なだれ堆積物）
上田城面

染屋層
（新期上小湖成層含む） So 泥・砂・礫質土 染屋台面

古期上小湖成層 JL
泥岩・砂岩・礫岩

（一部に古期崖錐性堆積物を含む）
上田盆地縁辺～

塩田平

新第三系 Ng
泥岩・砂岩・礫岩・

－

上田城跡北低平地

更
新
世

新第三紀

第
四
紀

新第三系 Ng
泥岩 砂岩 礫岩

緑色凝灰岩等（基盤岩）
－新第三紀

図 6　南北方向の地質断面図
( 断面位置は図 2 を参照）
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曲川沿いの段丘崖，そして上田城北低平地に残って

いた湿地も天然の防備として巧みに活用されたであ

ろう．つまり，上記の一連の地形発達史は上田城の

歴史の起点にも位置づけることができる．

5.2　上田泥流の年代とその起源

東南東～西北西に向かう上田泥流の流下中心軸は

千曲川に注ぐ太郎山山系南麓の支流に高角度で交差

する．泥流によってほぼ瞬間的に支流の小河川が堰

止められると，泥流堆積の中心軸の微高地と北側の

山地と北東側の染屋台段丘崖に三方を囲まれたポ

ケット状の凹地が生じる．凹地には支流河川の流入

が続くため， 間を置かずに千曲川から隔離された

堰止め湖が出現することになる．ボーリング No.1，

No.2 地点の堆積物の層相変化から， 泥流堆積によ

る一時的な攪乱状態はそのまま小河川の流入が続く

静穏な湖の堆積環境に移行し， その環境が約 1 万

年間にわたり継続したと考えられる．したがって湖

成層を構成するシルト質粘土の最下部は泥流堆積か

ら間もない時期の堆積物であり，数年もしくは数十

年の時間差を許容すれば，その 14 Ｃ年代値 22,260

± 100 yBP は上田泥流の堆積年代に一致するとみな

される．つまり，多少の誤差を考慮しても上田泥流

の堆積年代は 23 ～ 22Ka に特定される．

この年代は，上田泥流に関して過去に推定された

年代とは異なる．すなわち，山辺（2002）は泥流の

給源を烏帽子火山群の一部の三方ケ峰付近の崩壊跡

に求め，泥流に混入する軽石を，約 11Ka に噴出し

たとされる浅間軽石流 11) の取り込みと解釈し，上

田泥流の年代を縄文草創期とした 6)．しかし，給源

の考察にあたっては地質対比の記載が乏しく，先行

研究に関する参照もない．また年代については上田

泥流に含まれる軽石を浅間軽石流の軽石に対比した

根拠が示されていないことから，上記の山辺（2002）

の解釈は，方法の妥当性を含め再考が必要である．

ところで千曲川の上流には浅間火山の古い山体で

ある黒斑火山が存在する．既往の研究により，黒斑

火山は活動末期に山体の東半部が大崩壊し，山麓の

佐久市塚原地籍付近にながれ山を伴う塚原泥流（な

らびに塚原泥流相当の岩屑なだれ）を堆積したこと

が知られている 11) ～ 13)．上田高校地質班（1975）は，

上田泥流の上流延長として少なくとも小諸市滋野ま

では千曲川沿いに連続的に分布が追跡されるとし，

さらにその上流に分布する塚原泥流中の火山岩礫と

上田泥流中の火山岩礫の多くが共通する岩相をもつ

達史において特に重要な意味をもつことから，本研

究において上田泥流堰止め湖成層と命名した．

５．考察

5.1　上田盆地低平地の地形発達史

上田盆地低平地の地形発達史は以下のように組み

立てられる．

(1)	 上田泥流の堆積前，古千曲川のはんらん原にお

いて，砂礫主体の神川の扇状地堆積物（染屋層

に相当）が広く堆積した．

(2)	 神川の扇状地の一部を千曲川が侵食し，染屋台

南東縁の直線的な段丘崖が形成された．

(3)	 千曲川本流沿いの谷に沿って東南東から西北西

へ上田泥流が一気に流下し，一瞬の内に盆地内

の低平地を数 m ～ 10m 程度の厚さの火山砕屑

物で埋め立てた．泥流の末端は上田市塩尻まで

達した．上田泥流の流下中心軸沿いの微高地は

上田城面となった．

(4)	 上田泥流の堆積により，北部の太郎山山系から

南に流下する千曲川支流の河道が閉塞され，太

郎山南麓および染屋台南西下部に堰止め湖が生

ま れ た． 水 深 は 10m 以 下 と 浅 い が， 最 大 時 の

湛水面積は約 2.3km2（野尻湖の約半分に相当）

に及んだと推定される．

(5)	 上田泥流堰止め湖成層下部の年代は 23 ～ 22Ka

（Ka:1000 年前の略）で，その後支流河川の流入

の継続とともに約 1 万年をかけて湖は徐々に埋

積され縮小していった．

(6)	 堆積後の上田泥流は千曲川の侵食を受け，千曲

川沿いに東西に連続する段丘崖が形成された．

(7)	 埋積後の堰止め湖は，一部が低湿地化し現在の

上田城北低平地面となった．

(8)	 太郎山山系小扇状地（群）は上田泥流堆積の前

後に堆積を継続し，湖の形成後も湖沼堆積物や

湿地堆積物ならびに染屋台の一部を覆った．

(9)	 近年小河川の付け替えや圃場整備 , 宅地造成等

が行われ，かつての湿地が現在では水田や宅地

に変わっている．

な お， 天 正 11 年（1583 年 ） に は 上 田 城 面 に 上

田城が築城された 10)． 未固結でありながら自立し

やすい泥流堆積物を開削し人工的に造られた堀も

あったであろうが，城の守りには千曲川や神川，千
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Origin of the Ueda Mud Flow deposit inferred from the geomorphic history of
the Ueda Basin in Nagano Prefecture, central Japan
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Abstract

The origin of the Ueda Mud Flow deposit along the Chikuma River in Ueda City was unclear until now. This paper 

elucidates the geomorphic history of the Ueda Basin and specifies the origin of the Ueda Mud Flow. By the time the 

Ueda Mud Flow had reached the north side of the Ueda Basin, several tributary streams of the Chikuma River had 

been blocked by the mudflow, creating a dammed lake in that part of the basin. The radiocarbon age of the lacustrine 

sediments was measured, and we have estimated the age of the Ueda Mud Flow to be 22-23 Ka. It is identical in age to 

the Tsukahara Mud Flow (aka the Tsukahara Debris Avalanche), which derives from the Kurohu Volcano. The Kurohu 

Volcano is the oldest crater rim of the Asama Volcano located approximately 25 km east of the Ueda City center. After 

determining the age, distribution and character of the mudflow rock facies, we concluded that the Ueda Mud Flow was 

part of a huge debris avalanche derived from the Kurohu Volcano.

Key words �: Ueda mud flow, dammed lake, Tsukahara debris avalanche, Kurohu volcano, Asama volcano, Ueda castle, 

geomorphic history


